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福知山市教育委員会  

 

 
 
  



 

 

 

１ 開会の日時   令和２年１１月１９日（木） 

                午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時   令和２年１１月１９日（木） 

                午後１時４７分 

 

３ 招集の場所   ハピネスふくちやま会議室１ 

 

４ 出席委員の氏名 端 野  学 

          塩見  佳扶子 

          和 田  大 顕 

          加 藤  由 美 

           織 田  信 夫 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長             前 田  剛 

     教育委員会事務局理事       廣 田 康 男 

     次長兼教育総務課長        牧  正 博 

     次長兼学校教育課長        﨑 山  正 人 

     学校教育課担当課長兼教育総務課  伊 豆  英 一 

     学校教育課総括指導主事      新 井  敏 之 

     学校給食センター所長       村 瀬  勝 子 

     生涯学習課長兼中央公民館長    八 瀬  正 雄 

     図書館長             浅 田  久 子 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     次長兼教育総務課長        牧  正 博 

  



 

 

 

７ 議事及び議題 

    別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

    別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

    なし 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 
 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長              

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長             

 

 

 

 

 

 

 



 

 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

  端野教育長が開会を宣告。 

 

端野教育長   次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請 

がありましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

端野教育長   許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

  端野教育長   前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。  

 

全委員     異議なし。 

 

端野教育長   それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

          あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

 端野教育長から以下の報告がありました。 

（１）京都府教育功労者表彰（社会教育功労） 

 〇表彰者 福知山市連合婦人会 藤原公子 会長 

 〇表彰式 令和２年１１月１９日（木） 

  〇会 場 むすびわざ館 

 

１点目につきましては、本日１９日に連合婦人会の藤原会長が社会教育功労表彰を受けられ

ます。長年にわたり、連合婦人会の高齢化問題、若年層への参加呼びかけなど組織の活性化

に向けて取り組んでこられた成果だと思います。 

 

（２）教育に関する情報（各種）※教育新聞より 

 ア「文部科学省概算要求」 

    過去最大 ５兆９１１８億円 （少人数学級実現に向けた教員配置は、予算額を明

記しない事項要求） 

イ「デジタル教科書の使用基準の方向性」 

   デジタル教科書を使用できる授業時数の基準について、文部科学省の検討会議は、現 

行の１/２未満を見直し、新たな方向性を示すと公表。  

   小学校の次の教科書改訂時期（令和６年度）に向けてとりまとめる予定を前倒しする。 

また、GIGA スクール構想で、一人一台の端末整備が進むと、来年度には小中学校の 

教科書の約９５％でデジタル教科書が発行見込みである。 

会議では、各教科等の授業時数の１/２未満の使用基準を緩和する方針である。  

ウ「教員免許更新制の見直し」 

   開始から１２年目となる教員免許更新制について、コロナ禍を契機に見直そうとする 

議論が起こっている。 

① 教員に過大の負担をかけている。②なり手不足の教員確保に影響がある。③免許 



 

 

更新をしなかったことを理由に講師の確保ができない。等により、中央教育審議会 

の部会では、白紙の状態で制度の在り方の検討が始まった。 

京都府の橋本幸三教育長も１０年を過ぎ、制度の形骸化への危惧を口にした。 

エ「少人数学級を巡る攻防」 

文部科学省は、来年度概算要求に少人数学級を事項要求として盛り込んだ。 

少人数学級化の取組は、第５次教職員定数改善（１９８０～１９９１）で「４０人 

学級」を実現して以来、財政当局の厳しい姿勢もあり進んでこなかった。第６次（１ 

９９３～２０００）、第７次の定数改善（２００１～２００５）でも進展せず、「少 

人数指導加配」にとどまった。 

その後の加配のやりくりによる小学１年生の３５人学級は実現したが、以後単年度 

ごとの予算折衝による加配の上積みをするだけであった。 

文部科学省は小中学校全学年での３０人学級化には８万人程度の教員が必要になる 

が、今後の児童生徒数の減少に伴う教職員定数の自然減枠５万人、指導方法・工夫 

改善加配３万人の活用をすれば現在の人件費水準で３０人学級が実現できるとの試 

算。 

オ「小学校の教科担任制に弾力的な運用を求める。」 

文部科学省は、中央教育審議会に「新しい時代の初等中等教育の在り方特別部会」 

を開き、中間まとめに対するヒアリングを行った。 

〇小学校の教科担任制は、自治体が弾力的に運用できるように。 

〇地域の実情に合わせて導入を。 

〇対象の学年を低学年にも認めるように。 

〇該当教科を外国語、理科、算数以外にも。教科を限定しないで導入を。 

カ「教員採用、県外進出活発化」 

〇近隣都市でも説明会の実施 

〇実技試験を減らす「体育・音楽」の実技 

〇受験者年齢制限の緩和 ※京都府５９歳以下 

〇多様な教員確保のために「特別選考」の実施 

〇複数免許所有者に加点 

〇過去１０年以内の退職者に、面接と健康診断による選考実施 

〇介護を理由に退職した教員の再採用 

キ「文部科学省調査 小中学校の冷房設置率 ９/３０」※スポットクーラー含む 

〇普通教室 ・小中学校 ９２．８％（前年７７．１％） 

・高校、特別支援学校８７．０％（前年８３．５％）９４．９％（前年７５．２％）  

〇特別教室 ・小中学校５５．５％（前年４８．５％） 

・高校４６．８％（４３．７％）・特別支援８４．４％（７５．２％） 

※「課題は体育館」→天井が高く冷房効率が悪い。しかし、避難所として活用する 

ため、設置に向けた取組みには費用もかかり、課題は多い。 

ク「管理職試験の廃止」（神戸市で本年度から） 

なり手不足の解消を進めるために、１１～１２月に小論文による筆記試験と面接を 

行っていたが、廃止後は面談のみとする。（日々の学校での仕事ぶりなどを選定の参  

考にする。） 

 

２点目につきましては、教育新聞からですが、文部科学省の概算要求が過去最大の５兆９ 

１１８億円という膨大な予算になりました。内訳としては、やはりＧＩＧＡスクール構想に

思い切って舵を切ったこと、これが大きな一因となっております。次にデジタル教科書の使

用基準ですが、現行の１/２未満を見直し、授業の緩和をするとのことでした。次に、教員免

許の更新についてですが、免許の更新が教師の新たな負担増につながっており、ますます教



 

 

員のなり手不足に拍車がかかっているとのことです。教員免許更新制度になってから１２年

が過ぎましたが、京都府教育長も制度が１０年を過ぎているので、見直しの時期に来ている

のではと発言されていました。次に、少人数学級において文部科学省は小中学校で３０人学

級の実現に向けた試算の中で、８万人の教員が必要であるように考えています。次に、小学

校の教科担任制ですが、外国語、理科、算数以外に各教科で導入すべきや地域の実情に合わ

せた導入を検討してはどうかなど、中間まとめに対するヒアリングが中央教育審議会に出さ

れました。次に、教員採用において、実技試験を減らす取り組みや多様な人材確保のため複

数の免許をもっていれば加点を与えるなど、教員になりやすい門戸を広げて多くの教員を取

組むように、採用においていろいろと工夫がなされております。次に、文部科学省調査 小

中学校の冷暖房の設置についてですが、普通教室は９０％を超えており、ほぼ行きわたって

いる。これからは、特別教室などまだ５５％にとどまっているため、順次導入されていくと

思うが、普通教室のエアコンも設備が古くなり更新の時期と重なるなど、費用の面などがか

かってしまうなど課題が多い。次に、管理職試験についてですが、神戸市ではなり手不足解

消のため、筆記試験と面接をやめて、普段の仕事ぶりを管理職の選考基準にしたことです。 

 

（３）ライオンズクラブ国際協会３３５-C 地区第３３回国際平和ポスターコンクール 

〇地区ガバナー賞 福知山市立修斉小学校 ５年 大槻勝成 さん 

〇努力賞          〃     ５年 四方優寿 さん 

※「地区」・・・京都府、滋賀県、奈良県  

※応募点数は地区内から２９２点 総数９,４６６点 

 

（４）池上彰さん監修の「日本のあかるいニュース」に図書館中央館の特別展示「ようこそ！  

外国からのおともだち」が掲載されました。 

※福知山市には３２か国から移住した外国人１ ,０２８人（昨年１１月現在）が居住。 

外国語の絵本を外国籍の子どもたちに読んでもらえればと、中国語の「たね、ぷぷぷ」 

ベトナム語の「満月」など４２冊を並べていた。館長は「外国籍の人に、図書館を身

近に感じてもらい、利用していただけるきっかけになればうれしい」と話している。

今回の掲載を記念して、「ようこそ！外国からのおともだち」を期間限定で開催展示期

間 令和２年１１月１７日（火）～１２月１３日（日）（５）一般社団法人日本善行会 

令和２年度秋季善行表彰の受賞 

〇受賞者 「青少年指導」 足立俊長 氏 

〇授賞式 １２月１２日（土）京都市 烏丸「京都ホテル」にて 

 

（５）「税に関する作文」表彰者 

〇府納税貯蓄組合総連合会長賞 森川彩恵（成和中） 

〇福知山税務署長賞 大隅一那（桃映中）長岡詩音（成和中） 

〇福知山納税会長賞 迫田琉蓮（大江中） 

〇福知山納税貯蓄組合連合会長賞 川村佑太、北山太陽（南陵中）廣安龍輝（川口 

中） 

〇福知山地区租税教育推進協議会長賞 山本令奈（六人部中） 小田垣凛（夜久野中） 

 

端野教育長   以上が報告になりますが、御質問等はありますでしょうか。 

 

全委員     特になし。 

 

端野教育長   特にないようですので、次の議題に入ります。 

 



 

 

４ 教育委員会 報告・説明事項 

（１） 教育長決裁による後援承認事項について 

小笠原教育総務課企画管理係長  ～資料に基づき報告～ 

№１８ 第１２回福知山市「未成年の主張」弁論大会 

 

端野教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 

全委員     特になし。 

 

端野教育長   承認いただいているということで、事後承認とさせていただきます。 

 

５ 閉会 

 端野教育長が閉会を宣言。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


